
　　　　

2024 年 12 月 13 日

①登校日 10 時 0 分から 19 時 0 分まで
②休校日 9 時 0 分から 18 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・就労体験
・季節に応じた行事の開催

（別添資料１）

家族支援

・その日の取り組みを電子連絡帳に入力し、当日送信しています。
・その日の出来事を送迎時に直接お伝えし、オフィシャルLINEや電話等でも連
絡を行っています。
・ご家族からの相談に対して丁寧に助言を行います。

移行支援

・関係機関との情報共有や提供を行います。
・相談支援専門員や併行利用先との連携を図ります。
・ライフステージの切り替えを見据えた支援体制の構築を図ります。

地域支援・地域連携

・関係機関との情報共有や提供を行います。
・地域の公共施設等を利用し、地域資源を活用しています。
・就労体験において自社のみならず地域の企業と連携して行います。

職員の質の向上

・新入職員研修
・事業所内研修
・Ｅラーニングの動画研修
・法定研修（外部講師委託）
・管理者研修

支　援　内　容

・毎日のバイタルチェックを行い、健康状態の把握を行います。
・身だしなみの整え方や基本的生活習慣の獲得を目指した支援を行います。
・調理活動を通して、食生活や調理に興味をもち、将来の自立につながるように支援します。
・金銭の価値や買い物の方法を伝え、一人でも買い物ができることを目指して支援を行います。

・食事や学習時等に、正しい座り方、姿勢保持ができるよう支援します。
・遊びや活動を通して、ボルダリングやトランポリン、スウィング、ボール等の道具を使用し、バランス感覚や体幹、上肢、下肢の筋力向上をはかり感覚統合を育みます。
・専門のスタッフによる機能訓練を実施しています。

本
人
支
援

・ホワイトボードを使用し、その日のスケジュールを明確に提示し、時間の感覚や見通しが持てるように支援しています。
・脳のメモ帳を鍛えるゲームや遊びを行い、入ってくる情報を適切に処理できるように支援を行います。
・ブロック遊びや日々のプログラム活動にて、空間や重さ、距離、色、音等の情報を頼りに認知から行動までの支援を行います。

・遊びや活動を通して、ゲーム感覚で言葉のキャッチボールを楽しみながら、正しい言葉の選び方や使い方を学んでいきます。
・遊びのルール、順番を待つこと、物の貸し借りなどを通してお友達との円滑なコミュニケーションを学びます。
・帰りの会で、その日の楽しかったことなどの感想を発表することで、自分の気持ちを表出する場をつくります。
・遊びを通して、ハンドサインなどのコミュニケーションスキルを学び言葉以外でも気持ちを伝えられるような支援を行います。

・集団活動において、日常生活での困った場面をロールプレイを通して適切な振舞い方を獲得していきます。
・遊びや集団活動を通して、気持ちの切り替え方やコントロールの仕方を学んでいきます。
・外出行事において、外部の人との交流を持ち社会性を身に付けていきます。

支援方針

スローガン：「明るく・楽しく・のびのびと」
遊びを通して「できる」「できた」ことの喜びを体感してもらい、心と身体の成長と、社会に出る準備とともに将来自立できるよう、一人ひとりの特性に応じた総合型の発達支援を行いま
す。楽しくて「通い続けたい！」と思っていただける、ご家族も安心してお子様を通所させることができ、喜んでいただける場所・拠り所であり続けます。

送迎実施の有無 あり営業時間

法人（事業所）理念

事業所名 放課後等デイサービス　リブハート御笠川 作成日支援プログラム（参考様式）

〇企業理念：「おもいをかたちに」
思いにふれ、想いを想像し、念いを実現する。

〇福祉事業部理念：「できるをつくる」
どんな些細なことでもできた時の嬉しさや喜びは、一人ひとりの大きな成功体験になります。
私たちは「できる」成功体験が活力となり、自立への一歩や地域社会の発展につながると

信じています。
心豊かな暮らしの実現にむけて私たちに関わる全ての人々へ

「できる」喜びと感動を提供します。


